
202６-09-24 

TGSW 事務局 

TGSW202６開会式 

開会式 

〇日時： 10 月 1 日（木）午前１０時～午前１１時 20 分 

〇場所： 筑波大学 大学会館 ホール 

○司会： 池田 潤 特命教授・髙橋 吏良 特任准教授（国際会議推進部門長） 

〇基調講演： 宇野 善昌 内閣総理大臣補佐官 

〇プログラム（案） 

時刻 時間 項目 対応者 備考 

09:55 5 分 開会前のアナウンス 
池田 特命教授 
髙橋 特任准教授 

10:00 3 分 開会の辞 
池田 特命教授 
髙橋 特任准教授 

10:03 12 分 学長挨拶 
永田 恭介 
学長 

10:15 5 分 来賓祝辞（調整中） 

UGA Yassine 
Lakhnech 学長による 
ビデオメッセージ、もしくは 
Étienne Gheeraert 副 
学長代読 

10:20 
10～ 
１５分 

講演 

Interuniversity 
Microelectronics 
Centre（IMEC)創始者 
Prof. Marcel Van de 
Voorde 

10:35 2 分 基調講演者の紹介 
池田 特命教授 
髙橋 特任准教授 

10:37 35 分 
基調講演 
「日本の科学技術イノベーション
政策」について 

宇野 善昌  
内閣総理大臣補佐官 

11:13 3 分 閉会の辞 
池田 特命教授 
髙橋 特任准教授 

11:15 5 分 グループ写真の撮影 
会場参加者 
全員 

*同時通訳 有（日本語⇔英語）

*開会式終了後、会場内にて、11:30 までの間、記者から登壇者に対して、

インタビュー取材（ぶら下がり）をお受けすることができます。



2026年9月24日 

学生・若手研究者と考える筑波研究学園都市の未来 

Envisioning the Future of Tsukuba Science City  

with Students and Young Researchers 

1. 日時： 令和8年10月1日（木）13:00-14:30  

2. 場所： 筑波大学 大学会館 ホール 

3. 言語： 日本語（同時通訳付き：日本語⇒英語） 

４．司会： 髙橋 吏良 特任准教授（国際会議推進部門長） 

５. 来賓： 宇野 善昌 様 （内閣総理大臣補佐官（国土強靱化及び復興等の社会資本整

備並びに科学技術イノベーション政策その他特命事項担当）） 

６. テーマ： 学生・若手研究者と考える筑波研究学園都市の未来 

７. プログラム ※時間配分等の詳細は変更になる場合があります。

時刻 時間 項目 登壇者 

13:00 5分 開会挨拶 永田 恭介 筑波大学長 

13:05 18分 学生発表（1人5分×3人） 

テーマ「私が考える筑波研究

学園都市の未来」 

学生×3人 

13:23 12分 若手研究者発表（1人5分×2人） 

テーマ「日本の研究力を牽引する

筑波研究学園都市の可能性 

～戦略17分野を踏まえて～」 

若手研究者×2人 

※詳細は別紙参照

13:35 45分 座談会 

テーマ「筑波研究学園都市を

世界一のサイエンスシティにするた

めに」 

計9人（※詳細は別紙参照） 

（内訳）  

・ファシリテーター1人

（大矢晃久 筑波大学大学執行役員）

・発表者5人（上記のとおり）

・有識者4人（五十嵐立青つくば市長 他

研究機関２人、民間1人）

14:20 5分 講評 宇野 善昌 様 

（内閣総理大臣補佐官） 

14:25 5分 閉会挨拶 加藤 光保 筑波大学理事・プロボスト 



別紙 

座談会 

テーマ「筑波研究学園都市を世界一のサイエンスシティにするために」

＜ファシリテーター＞ 

大矢 晃久 筑波大学大学執行役員 

＜発表者＞ 

・筑波大学学生

人間総合科学学術院人間総合科学研究群パブリックヘルス学位プログラム 嘉正 空知 氏

人間総合科学学術院人間総合科学研究群教育学学位プログラム 栗原 美沙 氏 

人間総合科学学術院人間総合科学研究群医学学位プログラム Kim Taehyeong 氏 

・若手研究者

国立研究開発法人土木研究所 技術推進本部先端技術チーム 遠藤 大輔 氏

筑波大学医学医療系/国際統合睡眠医科学研究機構（WPI-IIIS）斉藤 毅 准教授

＜有識者＞ 

・研究機関

国土交通省国土技術政策総合研究所 星隈 順一 所長

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 山本 勝利 理事 

・民間

つくばまちなかデザイン株式会社事業推進部マネージャー/科学教室 TanKen 開発担当

武田 真梨子 氏（筑波大学卒業生）

・自治体

つくば市 五十嵐 立青 市長 



TGSW2026 Session List

Session
No.

Session Category Format Session Title

0-1 Plenary Session 対面 開会式・基調講演 10月1日（木） 10:00～11:00

0-2 Plenary Session 対面 閉会式 10月3日（土）
１７：００～
１８：００

2-1 CiC Joint Session ハイブリッド 医学・生命科学の最前線 ～医学・生命科学国際学生発表会～
10月2日(金)、3日
(土)

10:00～
17:00

2-2 CiC Joint Session ハイブリッド 持続可能な社会に向けたダブルディグリープログラムにおけるAI駆動型学際研究 10月1日（木）
15:00～
17:00

2-3 CiC Joint Session ハイブリッド
国際連携食料健康科学専攻設立10周年記念シンポジウム : 食と健康の未来への
飛躍

10月2日（金）
14:00～
17:00

2-4 CiC Joint Session ハイブリッド 国際連携による学術分野を越えた新たな知の開拓 10月1日（木）
14:00～
18:00

2-5 CiC Joint Session ハイブリッド
PILEシンポジウム — 言語教育におけるフレーズ学：国境を越えたネットワークの
構築とコーパスに基づくソリューション

10月3日（土）
10:30 ～
12:30/14:30
～17:00

3-1
Tsukuba Science
City Joint Session

対面 学生・若手研究者と考える筑波研究学園都市の未来 10月1日（木）
13:00～
14:30

4-1
Free Theme
Session

対面 第14回ドイツ語圏日本学術振興会研究者同窓会定例会 10月2日（金）
14:00～
17:00

4-2
Free Theme
Session

オンライン マイクロクレデンシャルの最前線　アカデミア×JV-Campus 9月30日（水）
14：00～15：
30

4-3
Free Theme
Session

ハイブリッド Materials × Crossing Borders — 絵画素材による越境と対話
10月1日(木)、2日
(金)

10:00～
17:00

4-4
Free Theme
Session

対面 次の10年へ：ライフイノベーション学位プログラムが拓く国際研究者ネットワーク 10月2日（金）
10:00～
12:20

4-5
Free Theme
Session

ハイブリッド 粒子線治療の次なるステップへ 10月1日（木）
15:00～
17:30

4-6
Free Theme
Session

ハイブリッド 学際的リスク・レジリエンス工学の進展 10月2日（金）
14:00～
17:00

4-7
Free Theme
Session

ハイブリッド 新たな時代のユニバーサルサービスの可能性：AIを活用したインクルージョン 10月2日（金）
14:00～
16:30

4-8
Free Theme
Session

ハイブリッド
スマート精密農業から次世代農業の革新を推進する果樹園ベースの自動化システ
ム

10月3日（土） 11:00～16:00

4-9
Free Theme
Session

ハイブリッド 地域食資源の知見を活かしたグローバルヘルス戦略：機能性食品を超えて 10月1日（木）
13:30～
17:30

4-10
Free Theme
Session

ハイブリッド フィールドから未来へ：学生が描く環境・災害・エネルギーに関わる課題解決ピッチ 10月1日（木）
14:00～
17:00

4-11
Free Theme
Session

ハイブリッド 人間形成のメソドロジー：人とAIの境界を問い直す 10月2日（金）
14:00～
16:30

4-12
Free Theme
Session

ハイブリッド 嘉納治五郎と教育 ー受け継がれる教えと21世紀への挑戦 10月2日（金）
10:30～
17:00

4-13
Free Theme
Session

ハイブリッド
Tsukuba Universal Alumni Network (TUAN)  -現役学生と海外同窓生を
繋ぐ -

10月2日（金）
14:00～
16:30

4-14
Free Theme
Session

ハイブリッド
Shaping Global Startuppers: Co-Creation for Global Futures～大
学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業成果報告会～(仮）

10月2日（金）
15:00～
17:00

4-15
Free Theme
Session

ハイブリッド 南米を対象としたStudy in Japan 10周年記念セッション 10月2日（金）
15:30～
17:15

4-16
Free Theme
Session

ハイブリッド 「先駆者に学ぶ – シリーズ 日本と世界を橋渡すプロフェッショナルたち」 10月1日（木）
15:00～
18:00

5-1 Student Session 対面 筑波大学×SDGs -「学食メニューのCO₂見える化プロジェクト」から見えたモノ- 10月1日（木）
15:00～
18:00

Date ＆Time（JST)







一橋大学社会学部卒業。建設省（現国土交通省）入省後、都市政策・地域振興分野を中心に行政実務に従事し、
内閣官房参事官、国土交通省都市計画課長、同道路局次長などを歴任。この間、甲府市副市長、茨城県副知事
として地方行政にも携わる。
その後、国土交通省都市局長、同大臣官房長、復興庁統括官を経て復興庁事務次官に就任。
2025 年より内閣総理大臣補佐官（国土強靱化、復興、社会資本整備、科学技術イノベーション政策等担当）

日本語（英語同時通訳あり）
Japanese（English interpretation available）

筑波大学 大学会館 ホール
University hall, University of Tsukuba

無料（参加登録制）/ Free of Charge
※どなたでも参加可能



PROGRAM

TGSW
筑波共創推進局セッション

筑波研究学園都市の次なる50年を、 学生と若手研究者の視点から描く。
未来を担う世代と第一線の有識者がともに考える特別セッション。

TGSW2026
詳細はコチラ

※順不同

ファシリテーター パネリスト

筑波大学大学執行役員
筑波共創推進局長

・自治体関係者　   五十嵐 立青 市長（つくば市）　　　・本学学生　嘉正 空知 さん ／ 栗原 美沙 さん ／ Kim Taehyeongさん
大矢 晃久 ・研究者　　　　　 遠藤 大輔 氏（国立研究開発法人土木研究所 技術推進本部先端技術チーム）／ 斉藤 毅 准教授 （WPI-IIIS・筑波大学医学医療系）

・研究機関関係者　星隈 順一 所長（国土交通省国土技術政策総合研究所） ／ 山本 勝利 理事（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構）　
・民間企業関係者　武田 真梨子 氏（つくばまちなかデザイン株式会社事業推進部マネージャー・科学教室 TanKen 開発担当）

座 談 会

学生・若手研究者と考える

筑波研究学園都市の未来

開 会 挨 拶  永田 恭介 筑波大学長

学 生 発 表  テーマ「私が考える筑波研究学園都市の未来」　

研究者発表   テーマ「日本の研究力を牽引する筑波研究学園都市の可能性 
                             ～戦略17分野を踏まえて～ 」

座 談 会 学生・研究者・研究機関・企業・自治体関係者によるクロストーク
　　　　　   テーマ「筑波研究学園都市を
                             世界一のサイエンスシティにするために」

閉 会 挨 拶 　加藤 光保 筑波大学理事・プロボスト

13:00 - 14:30 
木10.1

2026

2026

筑波大学
大学会館 ホール

宇野 善昌 様 
内閣総理大臣補佐官

場所 言語

お問合せ

来賓

国土強靱化及び復興等の社会資本
整備並びに科学技術イノベーション
政策その他特命事項担当つくば市天久保３丁目１

日本語

tsukuba.co-creation@un.tsukuba.ac.jp

029-853-5130
筑波共創推進局 

同時通訳付き
日本語 ⇒ 英語













TSUKUBA GLOBAL SCIENCE WEEK 2026
ART & DESIGN  ·  SESSION 4-3  ·  FREE THEME SESSION

MATERIALS ×
CROSSING BORDERS
Dialogue through Painting Materials

1–3 OCTOBER 2026
University of Tsukuba  |  HYBRID / ON-SITE

Exhibition open 1–9 October

TGSW SESSION 4-3

A three-day international art program led by the University of Tsukuba, bringing together an
exhibition and student-led gallery talk, an international symposium, and hands-on workshops.
Painting materials become a shared point of inquiry across artistic practice, material research,
conservation, and art education.

DAY 1  ·  THU 1 OCT

EXHIBITION + GALLERY TALK

15:00–18:00

15:00–15:05 Opening Remarks — Mika Hoshi
15:05–15:20 Opening Lecture — Annett Stenzel
15:20–18:00 Student-Led Gallery Talk

University Hall / Multipurpose Hall

DAY 2  ·  FRI 2 OCT

INTERNATIONAL SYMPOSIUM

14:00–17:00

14:00–14:05 Opening Remarks — Mika Hoshi
14:05–16:55

University Hall / Multimedia Room

DAY 3  ·  SAT 3 OCT

HANDS-ON WORKSHOP

10:00–17:00

10:00–10:35 Lecture + Q&A — Kathrin Kinseher
10:40–12:20 I · Materials & Techniques in Germany
12:20–13:20 Lunch Break
13:20–15:00 II · Japanese Painting Techniques
15:10–16:50 III · Japan–Germany Student Workshop
16:50–17:00 General Review + Closing

Studio 6A208, University of Tsukuba

PROGRAM PARTICIPANTS

Mika Hoshi

University of Tsukuba

Annett Stenzel

Academy of Fine Arts
Nuremberg

Kathrin Kinseher

Academy of Fine Arts Munich

Bettina Scholz Caroline Streck

University of Siegen

Yoshihiro Torigoe

Yokohama University of Art and
Design

Mima Yuzawa

University of Tsukuba

Uwe Siemens

Braunschweig University of Art

SAKAY Rodriguez
Oscar Eduardo
Moderator · University of
Tsukuba

SURFACE MATTER  ·  EXHIBITING UNIVERSITIES & INSTITUTIONS

Academy of Fine Arts Munich

Academy of Fine Arts Nuremberg

Berlin University of the Arts

University of Fine Arts Hamburg

University of the Arts Bremen

Academy of Fine Arts Leipzig

State Academy of Fine Arts Stuttgart

State Academy of Fine Arts Karlsruhe

Braunschweig University of Art

Alanus University of Arts and Social Sciences

University of Siegen

University of Duisburg-Essen

Royal Institute of Art, Stockholm

Yokohama University of Art and Design

University of Tsukuba

Organizer: Mika Hoshi  ·  University of Tsukuba  ·  hoshi.mika.kb@u.tsukuba.ac.jp

DETAILS & UPDATES

The international traveling exhibition anchors Day 1 of this TGSW session. Exploring painting technique and
surface materiality—including sustainability, AI, digital and traditional media, and gender—it presents works by
faculty and students from 18 institutions. Tour: Nuremberg → Tsukuba → Stockholm. Tsukuba venue: University
Hall, Multipurpose Hall, 1–9 October 2026.

TGSW-linked exhibition  ·  18 institutions  ·  faculty and student works

Presentations & Discussion · Moderator: SAKAY
Rodriguez Oscar Eduardo

16:55–17:00 Closing Remarks — Mika Hoshi

Alanus University of Arts and Social
Sciences

Burg Giebichenstein University of Art and Design Halle

Dresden Academy of Fine Arts

TGSW-LINKED EXHIBITION  ·  SURFACE MATTER

Edible Nest Studio




























